
体を動かして遊ぶことを喜び、進んでやってみようとする

【手立て(援助)や環境構成の工夫】

・友達と一緒に挑戦したくなるような活動『雑巾がけ』

（友達と雑巾がけ競争）

・子供が十分に体を動かせる場と時間の確保

・継続して取り組めるような目標の設定

・『雑巾がけ』を運動遊びと捉える柔軟な援助

【成果】

• 保育室をきれいしようという気持ちを育みながら、
体全体を使った運動遊びをすることができた。

• 遊びの要素を自ら取り入れ、継続して行っている。

• 繰り返し取り組む中で、転倒などの危険を回避し、
体の動きをコントロールする力が身についた。

【課題】

・安全面や衛生面の継続的な管理

北部認定こども園

（ぞうきんおにごっこ）
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